
ボーリング柱状図

業 務 名 フ ノ カ ケ 池 外 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 N o . 2 ( 上 妹 池 ) 調査位置 福 岡 市 南 区 野 多 目 3 丁 目 外 地 内 北 緯 33°32’20.0039”

東 経 128°54’38.5242”発 注 機 関 福 岡 市 　 道 路 下 水 道 局 調査期間 平成 25年 7月 18日 ～ 25年 7月 24日
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




